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独立監査人の監査報告書� 
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理 事 ヱエ 御 中

新日本有限責任監査法人� 

27jI2772 公開I'I~ 政 rt イr?

指定イ了限占ilH:H ) 去ム� 1::0 ?をえ恰� H上 回1¥十l
業 訪 朝11jHM 日 ムJ

工t占、、� 監有法人は、定私� 1]デ 7.'守

年度5平成己ω::;(大r肖J : 
jZ)&:2;:;年4凡� lけから平成:26 年 ~~ )I~~ 1IJまで)の計算7耳慣、すなわち、資金収J主計算� 3

(人fI:針J(itll羽沢長を� frむo )、{[主的収支計埠 』11 貸借対jl~l表 (同定資産I円高IH表、 借入 金 I'Y l制112ミ
及び JZ本全 l リ]柿l iえ を fT む。)、 ïF; ~な会計 }J ~1l立び、その他の注記について駐査を行っ た 勺

計算� Jl:;''(1 に対 する J:!]事~'の正訂正

(ょ� 

円附日併平和11;)1年� 7月� 1 3[ 1引刊|日~ 省と公}1 じ;円 3 1 己5丹にj 、対立法人*京づき、，堪正示ド江第守わ}i市仁口] {村サ lけづ 文 

百計計|卜岨処 して粍1ft1打)に;準j~ a賢fJ』l.J棋法正正学校法人会計理事1有の L~t1壬は 、 18第令令、年文部省IJj U4fi準 (附出討仰平和� 

ド之すること にある� ノぷに表LE作成し適� 正 j

日する ことJ及び)iliii!JIを型11J;1するために理事者が必要と判断した内部統とJ日百を作成し適正に長，1
が合まれる。

肱査人の責任

当監査法人のff任l 1 ff[1; 人が尖施した出在に息づいて、 j虫 、止の立場から 計算 I.!;}:~(i に立、斗~:.i '
よJ ♂1:法人は、我が| において 一般に公� I2I当と認められるする意見を表明するこ とにある。 当RJ 主| E
恥 i立の)~ {jJ~ に準拠して監査を行っ たc 監査の基準は、 当監査法人に計算 3矧!三重要な虚偽表示が
ないかどうかについて行川!的な保証を作 るために、 航先111'1函を東定し、 これに思づき席;査を実施
することをボめている。
民況においては 、 I~ I 算井畑山金額及び陪] ;r~ について監千年証拠を入手するための 千杭が尖施

される 。 席i tl: 手続は 、 当監査法人の ，\，: I J 陸rr によ り 、 不 1 t~ Xは誤謬によ る 1ft算占舶の.tJ1裂な虚偽表ぷ

これには、不JEXは誤謬による重要な!杭偽表示のない計算d

YJづいて選択肢び適 j Iされ るc (;ftのしIIJ 事� は、内部統制の有効性について
忍」己表明するためのものではないが、 当I監f リスケi司法人は、 計、?判!� 
のリスケ ω評価に )I~

切切ji迎直七ガJな監子r丁千，統を ι= 計賓書頒の 11~rjx何 、ヒ:案烹するために 、 と j単 il二な表示に関連する内部統ilJlJ を検討する。
また、駈脅には、� Jf[l事者が採用 した会計方針及びその適j円方法了間びにJ盟事者によって:(Jわれた
見航り の評価宇〕河め色付、としての計算� 耳慣の表不を検討する三 とが含まれる1

~ I監tì: r.t人は 、 意 見表 lり j U ) J;t;礎 と なる 十分かつ適切な監在SI E拠を入干 したと liJ I斬 している c 

ER任意凡
ll-野71:-頼が、学校法人会計Eド11; (1I?H1I1 (i年):tm自.当官if町法人は、 卜己のr

して、学校法人見;[ ' J& 2f)年� 3月� 41日をもって終了する会計年度� u)経日の状況J?~~ギ 七六千-の平 . '
及びド:J IJ JS~ú の財政状態をすべての屯些な点にお いて適 正に表ぶ してい る ものと認める 舟

平Ij存関係

学校法人と当昨� i"tW人Xは業務執fj-{Uiとの"fJには、公認会計� |二iょの)判定により� μ11返すべき
利害関係はない。

以上

併合沼� 18月)に準拠


